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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 93,522 12.8 6,061 106.5 5,853 93.8 3,582 △9.7
22年3月期 82,874 △14.0 2,935 △18.7 3,020 △3.4 3,967 ―

（注）包括利益 23年3月期 1,169百万円 （―％） 22年3月期 ―百万円 （―％）

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり
当期純利益

自己資本当期純利
益率

総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 42.43 ― 11.0 6.7 6.5
22年3月期 46.98 ― 13.7 3.6 3.5

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  4百万円 22年3月期  116百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 88,818 34,191 37.2 391.60
22年3月期 86,280 33,269 37.3 381.50

（参考） 自己資本   23年3月期  33,058百万円 22年3月期  32,219百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 9,187 △359 △1,722 10,355
22年3月期 8,668 △6,206 △3,535 3,258

2.  配当の状況 

(注)平成24年３月期の第２四半期末及び期末の配当予想額については、業績の見通しがつかないことから未定です。配当予想額の開示が可能となった時
点で速やかに開示する予定です。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00 253 6.4 0.9
23年3月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00 591 16.5 1.8
24年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
平成24年３月期の連結業績予想については、現時点で合理的な算定が困難であるため未定とし、記載していません。詳細は、添付資料３ページ「１．経営
成績 (1)経営成績に関する分析」をご覧ください。 



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(注)詳細は、添付資料15ページ「３．連結財務諸表(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 91,145,280 株 22年3月期 91,145,280 株
② 期末自己株式数 23年3月期 6,724,033 株 22年3月期 6,690,606 株
③ 期中平均株式数 23年3月期 84,430,468 株 22年3月期 84,463,339 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 87,596 14.3 4,055 90.6 3,944 73.7 2,215 25.3
22年3月期 76,649 △12.5 2,126 30.8 2,270 83.8 1,767 ―

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

23年3月期 26.24 ―
22年3月期 20.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 73,966 25,385 34.3 300.67
22年3月期 68,606 24,709 36.0 292.53

（参考） 自己資本 23年3月期  25,385百万円 22年3月期  24,709百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載される業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、添付資料３ページ「１．経営成績(1)経営成績に関する分
析」をご覧ください。 
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１．経営成績 

(1)経営成績に関する分析 

①当期の経営成績 

当連結会計年度における当社グループを取り巻く経済環境は、前連結会計年度の厳しい状況から

持ち直したものの、なお予断を許さない状況で推移しました。 

世界経済はアジアを中心に、景気の回復・拡大傾向が続きました。これに対し、日本においては

景気は持ち直していたものの、平成23年３月に発生した東日本大震災により、景気回復の牽引役で

あった輸出と生産が打撃を被り、先行きの不透明感を増している状況です。 

当社グループの主要得意先である鉄鋼業界においては、輸出向けを中心とした鉄鋼需要の増加を

主な要因として、当連結会計年度の国内粗鋼生産量は、前年同期比14.8％増加の１億1,077万トンと

なり、３年ぶりに前年度実績を上回るとともに、２年ぶりに１億トン台を回復することとなりまし

た。 

当社グループの属する耐火物業界においても、粗鋼生産量の増加に合わせて耐火物需要が増加

し、業況は総じて持ち直しました。 

 

このような経済情勢のもと、『サバイバル＆成長』をスローガンとして策定した当社グループの

第９次中期経営計画を着実に実行するべく、当連結会計年度においては、顧客対応力を強化するた

め、窯炉・不定形・機能性の品種別事業部体制を導入し、各事業部に生産、品質管理、技術サービ

ス等を集約いたしました。また、生産体制を一層効率化するため、国内連結子会社３社を統合いた

しました。 

グローバル展開の拡大及び成長・ビジネスチャンスの創出の取り組みとして、北米市場における

耐火物事業を拡大するため、ブラジルの大手耐火物メーカーであるマグネジッタ社との合弁で、ア

メリカに製造・販売子会社を設立いたしました。また、当社グループの中国での戦略展開を迅速化

するべく、上海の販売子会社の営業範囲を拡張し、中国事業の統括会社として改編いたしました。 

 

当連結会計年度における当社グループの業績は次のとおりです。 

［売上高］ 

粗鋼生産量の回復に伴う耐火物需要の増加等により、売上高は、前連結会計年度に比べ12.8％

増収の935億22百万円となりました。 

［損益］ 

売上高の増加及びコストダウンの伸展により、営業利益は、前連結会計年度に比べ106.5％増益

の60億61百万円、経常利益は、前連結会計年度に比べ93.8％増益の58億53百万円となりました。 

また、前連結会計年度においては連結子会社の工場用地の譲渡益等の計上があったこと等から、

当期純利益は、前連結会計年度に比べ9.7％減益の35億82百万円となりました。 
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セグメントの業績を示すと、次のとおりです。 

なお、各セグメントの売上高は外部顧客への売上高であり、セグメント間の内部売上高又は振替

高は含まれていません。 

また、前連結会計年度までは事業の種類別セグメントの状況は「耐火物事業」「築炉事業」「フ

ァインセラミックス事業」「不動産事業」「その他の事業」に区分して説明していましたが、当連

結会計年度から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）の適用により、「耐火物事業」「ファーネス事業」「セラミックス事業」

「不動産事業」「その他」のセグメントに区分して説明するとともに、以下のとおり各セグメント

の主な内容を変更しています。そのため、前連結会計年度との比較は記載していません。 

［耐火物事業］（各種工業窯炉に使用する耐火物全般の製造販売） 

耐火物需要の増加及びコストダウンの伸展により、耐火物事業の売上高は704億61百万円、セグ

メント利益は51億31百万円となりました。 

［ファーネス事業］（各種窯炉の設計施工及び築造修理） 

ファーネス事業の売上高は147億61百万円となりました。工事案件の利益率悪化や要員増等によ

るコスト増があり、セグメント利益は３億57百万円となりました。 

［セラミックス事業］（各種産業用ファインセラミックス、住宅用外壁材の製造販売及び景観材

の販売） 

主力ユーザーである半導体製造装置業界の市場環境の向上を受けて収益が改善し、セラミック

ス事業の売上高は64億17百万円、セグメント利益は３億91百万円となりました。 

［不動産事業］（店舗・倉庫等の賃貸） 

不動産事業の売上高は10億１百万円、セグメント利益は３億８百万円となりました。 

［その他］（製鉄所向け石灰の製造販売） 

その他の事業セグメントの売上高は８億81百万円、セグメント利益は49百万円となりました。 

②次期の見通し 

当社グループの主要得意先である大手鉄鋼各社が平成24年３月期の業績予想を未定としていま

す。また、本年４月21日に公表いたしましたインドTATA REFRACTORIES LIMITEDの連結子会社化によ

る業績への影響を現在算出中です。以上の点から、平成24年３月期の連結業績予想については、現

時点で合理的な算定が困難であるため、未定としています。業績予想の開示が可能となった時点で

速やかに開示する予定です。第１四半期決算発表時に改めて状況をご説明いたします。 
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(2)財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

(イ)資産 

当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ25億37百万円増加して、888億18百万円

となりました。流動資産は同79億93百万円増加の502億83百万円、固定資産は同54億45百万円減少

の385億１百万円となりました。 

流動資産増加の主な要因は、現金及び預金の増加と、受取手形及び売掛金の増加によるもので

す。固定資産減少の主な要因は、保有株式の価値下落に伴う投資有価証券の減少によるもので

す。 

(ロ)負債 

当連結会計年度末の負債は、前連結会計年度末に比べ16億15百万円増加して、546億26百万円と

なりました。流動負債は同14億９百万円減少の269億43百万円、固定負債は同30億24百万円増加の

276億82百万円となりました。 

流動負債減少の主な要因は、短期借入金の減少によるものです。固定負債増加の主な要因は、

長期借入金の増加によるものです。 

(ハ)純資産 

当連結会計年度末の純資産は、利益剰余金の増加とその他有価証券評価差額金及び為替換算調

整勘定の減少を加減算した結果、前連結会計年度末に比べ９億22百万円増加して、341億91百万円

となりました。 

この結果、自己資本比率は37.2％となりました。 

また、１株当たり純資産額は、前連結会計年度末の381円50銭から391円60銭となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、前連結会計年度

末に比べ70億96百万円増加し、当連結会計年度末には103億55百万円となりました。 

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

(イ)営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動の結果得られた資金は91億87百万円（前連結会計年度末は86億68百万円の収入）とな

りました。 

主な内訳は、税金等調整前当期純利益54億59百万円、減価償却費43億69百万円、仕入債務の増

加額37億88百万円及び売上債権の増加額22億23百万円です。 

(ロ)投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動の結果使用した資金は３億59百万円（前連結会計年度末は62億６百万円の支出）とな

りました。 

主な内訳は、固定資産の取得による支出23億82百万円及び固定資産の売却による収入21億３百

万円です。 
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(ハ)財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動の結果使用した資金は17億22百万円（前連結会計年度末は35億35百万円の支出）とな

りました。 

主な内訳は、長期借入れによる収入53億84百万円、長期借入金の返済による支出43億87百万円

   及び短期借入金の減少額17億84百万円です。 

 

（参考）キャッシュ･フロー関連指標の推移 

 平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期 平成22年３月期 平成23年３月期 

自己資本比率（％） 36.1 40.7 31.0 37.3 37.2 

時価ベースの自己資本比率

（％） 
63.3 31.9 16.7 37.4 31.9 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年）  3.3 2.7 8.2 2.8 2.5 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 26.0 29.0 11.2 21.3 25.0 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

（注２）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

（注３）キャッシュ･フローは、営業キャッシュ･フローを利用しています。 

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象

としています。 
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２．経営方針 

(1)会社の経営の基本方針 

当社グループは、たゆまぬ革新を通じ、セラミックス分野の価値ある商品、技術を世界に提供し、

産業の発展を支え、社会の繁栄に貢献することを使命とし、「世界一の顧客価値の実現」を事業目標

に掲げ、お客様に最高の品質と安心をお届けし、信頼される企業集団を目指します。 

また、あらゆる活動を通じ事業価値向上につとめ、株主の利益に貢献したいと考えています。 

 

(2)目標とする経営指標 

平成22年度及び平成23年度を実行期間として策定した第９次中期経営計画においては、当社グルー

プの主要得意先である鉄鋼業界の生産動向等、先行きの不透明感が依然強いことから、数値目標を設

定していません。 

 

(3)中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題 

国内市場の縮減と新興国市場の拡大、競争会社の規模拡大等による競争力の強化等、世界レベルで

の競争の激化に伴い、グローバル展開をさらに加速させることが喫緊の課題となっています。 

このような状況下、国内での収益構造の強化とグローバル展開の強化による利益成長を目指し、

『サバイバル＆成長』をスローガンとして策定した第９次中期経営計画を鋭意実行中です。 

第９次中期経営計画においては、以下の重点課題を設定しています。これらの課題に取り組むこと

により、高級耐火物分野で世界一の技術力・ソリューション力を持った高収益企業を目指すととも

に、国内粗鋼生産量に左右されずに収益を生み出せる企業体質への改善を図ります。 

【第９次中期経営計画の重点課題】 

①耐火物総合ソリューションの深化・拡大 

②グローバル展開の拡大、成長・ビジネスチャンスの創出 

③国内外生産・販売体制の一層の効率化 

④耐火物原料の安定調達の強化 

⑤耐火物以外の事業は成長領域・シナジー期待領域への展開強化 

⑥生産性の向上と経営資源の効率的な活用 
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３．連結財務諸表 
  (1)連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,258 10,355

受取手形及び売掛金 20,932 23,041

商品及び製品 5,612 6,874

仕掛品 2,997 2,387

原材料及び貯蔵品 3,843 3,749

繰延税金資産 1,921 1,304

その他 3,724 2,570

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 42,289 50,283

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 34,081 35,265

減価償却累計額 △23,197 △24,129

建物及び構築物（純額） 10,883 11,135

機械装置及び運搬具 48,312 49,685

減価償却累計額 △41,007 △42,565

機械装置及び運搬具（純額） 7,305 7,119

工具、器具及び備品 3,547 3,840

減価償却累計額 △2,811 △3,063

工具、器具及び備品（純額） 736 776

土地 7,494 7,399

建設仮勘定 3,725 384

有形固定資産合計 30,145 26,815

無形固定資産   

のれん 74 12

その他 613 790

無形固定資産合計 687 802

投資その他の資産   

投資有価証券 10,188 7,711

長期貸付金 482 365

繰延税金資産 339 360

その他 2,212 2,507

貸倒引当金 △108 △62

投資その他の資産合計 13,114 10,883

固定資産合計 43,947 38,501

繰延資産   

社債発行費 43 33

繰延資産合計 43 33

資産合計 86,280 88,818
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,885 16,861

短期借入金 8,548 2,402

未払法人税等 275 861

繰延税金負債 14 －

賞与引当金 1,670 2,201

工事損失引当金 65 1

その他 4,892 4,615

流動負債合計 28,353 26,943

固定負債   

社債 10,000 10,000

長期借入金 5,500 10,433

繰延税金負債 1,954 1,230

退職給付引当金 525 391

役員退職慰労引当金 407 449

製品保証引当金 7 6

資産除去債務 － 25

負ののれん 849 652

その他 5,414 4,493

固定負債合計 24,658 27,682

負債合計 53,011 54,626

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,537 5,537

資本剰余金 5,138 5,138

利益剰余金 20,886 24,207

自己株式 △1,547 △1,560

株主資本合計 30,015 33,323

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,751 1,244

繰延ヘッジ損益 3 164

為替換算調整勘定 △551 △1,673

その他の包括利益累計額合計 2,203 △264

少数株主持分 1,049 1,132

純資産合計 33,269 34,191

負債純資産合計 86,280 88,818
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  (2)連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
  連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 82,874 93,522

売上原価 67,828 74,886

売上総利益 15,045 18,636

販売費及び一般管理費 12,110 12,575

営業利益 2,935 6,061

営業外収益   

受取利息 12 25

受取配当金 98 86

負ののれん償却額 199 197

持分法による投資利益 116 4

助成金収入 270 －

為替差益 － 64

その他 167 168

営業外収益合計 865 546

営業外費用   

支払利息 406 361

債権譲渡損 156 144

その他 217 248

営業外費用合計 780 754

経常利益 3,020 5,853

特別利益   

前期損益修正益 84 8

固定資産売却益 3,979 408

その他 127 136

特別利益合計 4,191 553

特別損失   

固定資産除却損 238 146

固定資産売却損 3 18

減損損失 28 522

退職特別加算金 218 163

その他 151 95

特別損失合計 640 947

税金等調整前当期純利益 6,570 5,459

法人税、住民税及び事業税 270 976

過年度法人税、住民税及び事業税 54 7

法人税等調整額 2,162 739

法人税等合計 2,487 1,723

少数株主損益調整前当期純利益 － 3,736

少数株主利益 115 153

当期純利益 3,967 3,582
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  連結包括利益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 3,736

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △1,505

繰延ヘッジ損益 － 161

為替換算調整勘定 － △1,177

持分法適用会社に対する持分相当額 － △44

その他の包括利益合計 － △2,566

包括利益 － 1,169

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － 1,114

少数株主に係る包括利益 － 55
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  (3)連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 5,537 5,537

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,537 5,537

資本剰余金   

前期末残高 5,138 5,138

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 5,138 5,138

利益剰余金   

前期末残高 17,094 20,886

当期変動額   

剰余金の配当 △168 △253

当期純利益 3,967 3,582

その他 △6 △8

当期変動額合計 3,791 3,320

当期末残高 20,886 24,207

自己株式   

前期末残高 △1,542 △1,547

当期変動額   

自己株式の取得 △4 △12

当期変動額合計 △4 △12

当期末残高 △1,547 △1,560

株主資本合計   

前期末残高 26,228 30,015

当期変動額   

剰余金の配当 △168 △253

当期純利益 3,967 3,582

自己株式の取得 △4 △12

その他 △6 △8

当期変動額合計 3,787 3,307

当期末残高 30,015 33,323
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 270 2,751

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2,481 △1,507

当期変動額合計 2,481 △1,507

当期末残高 2,751 1,244

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 △0 3

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 4 161

当期変動額合計 4 161

当期末残高 3 164

為替換算調整勘定   

前期末残高 △709 △551

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 158 △1,122

当期変動額合計 158 △1,122

当期末残高 △551 △1,673

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △440 2,203

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2,644 △2,468

当期変動額合計 2,644 △2,468

当期末残高 2,203 △264

少数株主持分   

前期末残高 1,028 1,049

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 21 82

当期変動額合計 21 82

当期末残高 1,049 1,132

純資産合計   

前期末残高 26,815 33,269

当期変動額   

剰余金の配当 △168 △253

当期純利益 3,967 3,582

自己株式の取得 △4 △12

その他 △6 △8

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 2,666 △2,385

当期変動額合計 6,453 922

当期末残高 33,269 34,191
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  (4)連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 6,570 5,459

減価償却費 4,552 4,369

減損損失 28 522

負ののれん償却額 △199 △197

のれん償却額 61 61

長期前払費用償却額 7 6

貸倒引当金の増減額（△は減少） △103 △47

賞与引当金の増減額（△は減少） △92 528

退職給付引当金の増減額（△は減少） △153 △134

その他の引当金の増減額（△は減少） 85 △22

受取利息及び受取配当金 △111 △112

支払利息 406 361

為替差損益（△は益） △27 △60

持分法による投資損益（△は益） △116 △4

固定資産除却損 249 155

固定資産売却損益（△は益） △3,975 △389

投資有価証券評価損益（△は益） 12 4

アドバイザリー手数料 28 －

社債発行費償却 8 10

売上債権の増減額（△は増加） △2,191 △2,223

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,632 △868

仕入債務の増減額（△は減少） △2,119 3,788

その他 706 △1,128

小計 9,259 10,080

利息及び配当金の受取額 134 133

利息の支払額 △348 △375

法人税等の支払額 △376 △330

特別退職金の支払額 － △320

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,668 9,187
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △5,119 △2,382

固定資産の売却による収入 1,649 2,103

固定資産の除却による支出 △290 △124

投資有価証券の取得による支出 △1,995 △61

貸付けによる支出 △455 △14

貸付金の回収による収入 35 197

補助金の受取額 － 46

アドバイザリー手数料の支払いによる支出 △28 －

事業譲受による支出 △17 －

その他 14 △123

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,206 △359

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △13,597 △1,784

連結子会社設立に伴う少数株主からの払込による
収入

－ 27

長期借入れによる収入 1,000 5,384

長期借入金の返済による支出 △30 △4,387

社債の発行による収入 9,947 －

自己株式の取得による支出 △4 △12

配当金の支払額 △170 △253

少数株主への配当金の支払額 △26 △41

預り敷金の返還による支出 △649 △650

その他 △4 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,535 △1,722

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9 △181

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,083 6,923

現金及び現金同等物の期首残高 4,342 3,258

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 124

連結子会社の合併による現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 48

現金及び現金同等物の期末残高 3,258 10,355
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(5)継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(6)連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適 

 用 

当連結会計年度より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成

20年３月10日）を適用しています。 

これによる損益に与える影響はありません。 

②「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年

３月31日)を適用しています。 

これにより、当連結会計年度の税金等調整前当期純利益は25百万円減少しています。また、当会

計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は25百万円です。 

③「企業結合に関する会計基準」等の適用 

当連結会計年度より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成20年12月26

日)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)、「『研究開発

費等に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第23号 平成20年12月26日)、「事業分離等に関

する会計基準」(企業会計基準第７号 平成20年12月26日)、「持分法に関する会計基準」(企業会計

基準第16号 平成20年12月26日公表分)及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適

用指針」(企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日)を適用しています。 

 

（追加情報） 

当社は退職給付制度の一部見直しを行い、平成22年10月１日付で確定給付企業年金制度におけ

る退職給付見込額の算定方法をポイント基準に統一しました。 

この改定により、退職給付債務額が102百万円減少し、同額の過去勤務債務が発生しています。 

なお、過去勤務債務は発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定

額法で会計処理を行っています。 

この変更による当連結会計年度に与える影響は軽微です。 
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(7)連結財務諸表に関する注記事項 

（連結損益計算書関係） 

減損損失 

当連結会計年度において、当社グループは、以下の資産について減損損失を計上しました。 

場 所 用 途 種 類 
減損損失 

(百万円) 

千葉県君津市 事業用資産 建物及び構築物 100  

〃 〃 機械装置及び運搬具 413  

〃 〃 工具、器具及び備品 8  

合          計 522 

当社グループは、減損損失を把握するにあたっては、資産のグルーピングを事業別、事業所別を原

則とし、それぞれ独立したキャッシュ・フローを生み出す単位としています。 

事業用資産については、収益性が低位で推移しており改善が見込めないことから、回収可能価額と

帳簿価額との差額を減損損失として計上することとしました。 

なお、回収可能価額は使用価値により測定しており、将来キャッシュ・フローを5.5％で割り引い

て算出しています。 

 

（連結包括利益計算書関係） 

当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

１  当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

親会社株主に係る包括利益 6,612百万円  

少数株主に係る包括利益           134 〃 

     計               6,746百万円 

 

２  当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

    その他有価証券評価差額金         2,479百万円 

    繰延ヘッジ損益                4 〃  

    為替換算調整勘定              160 〃  

    持分法適用会社に対する持分相当額       19 〃  

     計 2,663百万円 

 

（追加情報） 

当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25号 平成22年６

月30日）を適用しています。ただし、「その他の包括利益累計額」及び「その他の包括利益累計額

合計」の前連結会計年度の金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額等合計」の金額を

記載しています。 
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（セグメント情報） 

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

です。 

当社は、製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は、取り扱う製品・サービスについて国内

及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。 

したがって、当社は、事業部を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「耐火物事業」、「ファーネス事業」、「セラミックス事業」及び「不動産事業」の４つを報告セ

グメントとしています。 

「耐火物事業」は各種工業窯炉に使用する耐火物全般の製造販売を行っています。「ファーネス

事業」は各種窯炉の設計施工及び築造修理を行っています。「セラミックス事業」は各種産業用フ

ァインセラミックス、住宅用外壁材の製造販売及び景観材の販売を行っています。「不動産事業」

は社有地に店舗・倉庫等を建設し賃貸を行っています。 

 

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会

計処理の方法と同一です。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値です。セグメント間の内部収益及び振替高は市

場実勢価格に基づいています。 
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３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

（単位：百万円） 

 

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

合計 
(注)３ 耐火物 

事業 
ファーネ 
ス事業 

セラミッ 
クス事業 

不動産 
事業 

計 

売上高          

  外部顧客への売上高 70,461 14,761 6,417 1,001 92,641 881 93,522 － 93,522 

  セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

124 － － － 124 － 124 △124 － 

計 70,585 14,761 6,417 1,001 92,766 881 93,647 △124 93,522 

セグメント利益 5,131 357 391 308 6,188 49 6,237 △176 6,061 

セグメント資産 66,321 6,750 6,934 3,242 83,249 317 83,567 5,251 88,818 

その他の項目          

  減価償却費 2,638 456 545 578 4,218 35 4,253 115 4,369 

  のれんの償却額 61 － － － 61 － 61 － 61 

  有形固定資産及び 
無形固定資産の 
増加額 

1,684 355 641 44 2,726 14 2,740 92 2,833 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製鉄所向け石灰の製造販売で

す。 

２  調整額は、以下のとおりです。 

（１）  セグメント利益の調整額△176百万円には、セグメント間取引消去△124百万円及び報告セグメント

が負担する一般管理費の配賦差異△52百万円が含まれています。 

（２）  セグメント資産の調整額5,251百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であり、その

主なものは、親会社の長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門に係る資産等です。 

（３）  その他の項目の減価償却費の調整額115百万円及び有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額

92百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産に係るものです。 

３  セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

 

（追加情報） 

当連結会計年度から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しています。 

 

４  地域ごとの売上高 

（単位：百万円） 

日本 アジア 欧州 その他 合計 

78,678 6,523 4,031 4,289 93,522 

(注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しています。 
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（１株当たり情報） 

 
前連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

  

１株当たり純資産額 381円50銭 

１株当たり当期純利益 46円98銭 

  なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につい
ては、潜在株式がないため記載していません。 

  

１株当たり純資産額 391円60銭 

１株当たり当期純利益 42円43銭 

  なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につい
ては、潜在株式がないため記載していません。 

    
(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

項目 
前連結会計年度末 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度末 
(平成23年３月31日) 

連結貸借対照表上の 
純資産の部の合計額（百万円） 

33,269 34,191 

普通株式に係る純資産額（百万円） 32,219 33,058 

差額の主な内訳（百万円）   

少数株主持分 1,049 1,132 

普通株式の発行済株式数（千株） 91,145 91,145 

普通株式の自己株式数（千株） 6,690 6,724 

１株当たり純資産額の算定に用いられた 
普通株式の数（千株） 

84,454 84,421 

 

２ １株当たり当期純利益 

項目 
前連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

連結損益計算書上の当期純利益（百万円） 3,967 3,582 

普通株式に係る当期純利益（百万円） 3,967 3,582 

普通株主に帰属しない金額（百万円） － － 

普通株式の期中平均株式数（千株） 84,463 84,430 

 

黒崎播磨㈱ (5352) 平成23年３月期 決算短信

－ 19 －



（重要な後発事象） 

 

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

― １．重要な事業の譲渡 

当社は、平成23年３月24日付で、住宅用外壁材の製

造販売に関する事業（セラミックス事業）を譲渡する

契約を積水ハウス株式会社と締結し、平成23年４月1

日付で、同事業を同社に譲渡いたしました。 

(1)事業譲渡の理由 

住宅用外壁材を製造販売する建材事業について、

販売先である積水ハウス株式会社より事業譲渡の要

請を受け検討の結果、譲渡することといたしまし

た。 

(2)譲渡する相手会社の名称 

積水ハウス株式会社 

(3)譲渡する事業の内容 

住宅用外壁材の製造販売 

(4)譲渡する資産・負債の額 

①譲渡資産 

たな卸資産76百万円及び土地・建物を除く固定

資産247百万円です。 

②譲渡負債 

該当ありません。 

(5)譲渡の時期 

平成23年４月１日 

(6)譲渡価額 

1,400百万円 

(7)譲渡した事業が含まれていたセグメント区分の名称 

セラミックス事業 

(8)その他重要な特約等 

特にありません。 
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前連結会計年度 

(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

― ２．TATA REFRACTORIES LIMITEDの株式の取得について 

当社は平成 23 年４月 21 日開催の取締役会におい

て、以下のとおり TATA REFRACTORIES LIMITED（以下

TRL）の株式を取得し、子会社化することについて決

議いたしました。 

被取得企業の名称及び事業の内容、企業結合を行う

主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式及び取得

した議決権比率は以下のとおりです。 

(1)被取得企業の名称及び事業内容 

名  称：TATA REFRACTORIES LIMITED  

事業内容：耐火物製造販売会社 

(2)企業結合を行う主な理由 

インド国内に製造拠点・営業体制を確保し、コス

ト競争力と顧客へのソリューション力を高めること

により、拡大する同国の耐火物マーケットでの拡

販、東南アジア、中近東、欧州への拡販拠点、ま

た、将来的には日本向けの安価品供給基地、更には

耐火物原料の調達拠点としての活用を図ることを目

的として、TRL の株式取得及び子会社化を実施する

ことといたしました。 

(3)企業結合日 

平成 23年５月末（予定） 

(4)企業結合の法的形式 

現金による株式の取得 

(5)取得する議決権比率 

51％ 
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